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黒沼勝造博士への追憶

Dro Katsuzo Kuronuma(1908-1992)

戦争前から長年親しく交際し,畏敬していた黒沼さん

が去る5月 10日 の午後 4時過ぎに忽焉として亡くなっ

た。元々頑丈なお体ではなかったが,健康に注意された

日常生活だったので,84才 もの高齢が保たれたとして

も,誠に惜しい人であった。

黒沼さんは,本学会が設立されるときの準備委員会の

委員として尽力され,本誌の体裁,組織を Copeiaに 近付

けるよう努力された。また,本会発足以来,評議員に選

出され,1968-1971年 の編集委員 (幹事),197■ 1976年

の学会長,1990年度以降は名誉会員として尽力された功

績は日本魚類学会の歴史に永く残るに違いない.

黒沼さんは魚類学者としてばかりでなく,魚類の増養

殖や水産資源管理の問題について, さらに国際会議の代

表委員等の多彩な活動で,一定の職場に長くとどまるこ

とは許されなかった。

日本橋の穀物問屋の 5男に生まれた生っ粋の江戸っ子

で,幼時に受洗されたそうだが,そんな気配は全く感じ

られず,私との話題は魚や恩師ハブス博士とのことだけ

であった.

家庭の都合で府立三中 (現立川高校)に入学し,将来

は外交官になって特意な英語を活用したいと思ったが,

学資の安い水産講習所を選んだとのことである.し か

し,黒沼さんのような明敏で,都市型秀才は,地方出身
の蛮からの多い水講の気風に馴染み難かったらしい.

学生時代から研究心が旺盛で, 日本近海産のフナクイ

ムシを採集し,新種 (後年既知種のシノニムとなったが,

クロヌマオオフナクイムシの和名は動物図鑑に記載され

ている。)を含む立派な論文を完成して卒業し,3年間ほ

ど千葉県立安房水産学校 (現安房水高)の教壇に立った.

ミシガン大学ハブス博士が 1929年 に魚類研究の目的

で来日の際,岡田爾一郎先生 (本会初代会長,故人)に

お世話になったので, 日本の若い学徒を一人推薦するよ

うハブス博士から依頼があった.

岡田先生は,黒沼さんの上記フナクイムシに関する論

文と英語に堪能なことから,早速ハブス博士に推薦し,

ミシガン大学大学院で魚類学を専攻することとなった。

当時,ハ ブス博士は最も活動していて,黒沼さんと同

じ階に中国人留学生 Chu,Y.T。 も居たが,国際関係を考

慮して,互いに離れた研究室を与えたと,後年ハブス博
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士が言っていた.魚 類の分類学がまだ低調だった戦前
に,黒沼さんがPh.D.を 得て帰国してからの研究を知っ

て,私は将来が明るくなったような気がした.

太平洋戦争開戦と奇しくも同じ日に発足した文部省資

源科学研究所 (動物学部門)で,黒沼さんは帰国後初め

て正式な職に就いたが,戦時中の混乱や雑用で思う存分

活動できなかった。

戦後,世の中が落ちつきを取り戻すに従い,新 しい水
産研究体制に変わる際,豊かな国際感覚と語学力の黒沼

さんはほってはおかれず指導的役職に就いたが,常に誠

実を追い求め,妥協を好まない性格だったので, しばし

ば苦悩されたようであった.

ハブス博士との回合で第二の誕生を迎え,人生の父を

得たことを生涯の誇りとして心酔し,時々羽部末雄のペ

ンネームを愛用するほどだった.

大抵の人は老境に入るに従い平凡な生活に落ちつきや

すいが,黒沼さんは常に新しい科学知識を求め続け,異

色の著書「Fishes ofthe Arabian Gu氏 1986」 に続いて,

「日本列島の淡水・海産魚の種名リスト」をほとんど完

成されたと聞いた.それも亡くなる日の午前中まで執筆

が続いたそうである。

遺志によって,黒沼さんの遺灰は恩師ハブス博士が眠

る南涙に返されるとか,三世にわたる師弟の絆は永久に

つなぎとめられよう。

(石山礼蔵 Reizo lshiyama)

The late Dr. Katsuzo Kuronuma
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珊瑚礁産フサイタチウオ科小型種の学名と和名

Comments on the Sciendnc and Japanese Nanles of the

Small Bythittd Species lnhabidng Coral Reefs

青柳兵司氏による一連の琉球列島産魚類の研究におい

て採集され,公表された種の標本がこの度横須賀市自然

博物館に登録された.こ れらのうち,青柳 (1952)が イタ

チウヲ科 (BrOtulidac)と した魚類は,現在フサイタチウ

オ科 (Bythitidac)と されている.筆者はこれらのフサイ

タチウオ科魚類の標本を検討した。その結果,現時点で

珊瑚礁産の小型種の学名と和名を整理する必要があると

判断し,以下の提案をする.な お,青柳 (1952)が ネッタ

イイタチウヲとした種に認められた計数形質の変異につ

いて簡単に報告する。

文中では次の略号を用いた.YCM‐AP:横須賀市自然

博物館一青柳兵司コレクション;TL:全長;SL:標準体

長;D:背鰭鰭条数;A:臀鰭鰭条数;Pl:胸鰭鰭条数;C:

尾鰭鰭条数;PV:腹椎骨数;CV:尾椎骨数;跳 .:BrOs“ο‐

′わイliOpS;Br.:Brar“ ′J“α.

青柳 (1952:236)が ″術ο′力rJχ ′οレ′響おOgilby,1897と

同定 し,ネ ッタイイ タチ ウヲと した種 は3個 体

(YCM―AP 30∞ 3,宮古島産 1個体;30004,沖縄本島産 2

個体)に基づいている.こ れらの採集年月日は定かでな

い.今回, これらと同一種で,青柳氏が沖縄で採集した

詳細な産地,採集年月日不明の 1個体 (YCM―AP 30005)

が発見された.し かし,こ れらは全てM Pο″′ψおではな

く,Bros閣″AycliopsPα
“
rzたθi Schultz,1960と 同定された。

Machida and Yoshino(1984)は 沖縄産の 2個体により,

ム.′α
“
″たθJを本邦初記録種とし,和名チビヌメリイタチ

ウオを与えた.しかし,本報告により,本種の本邦初記

録は明らかに青柳 (1952)と なる.したがって,BrOsttο‐

phソclioPsに ネッタイイタチウオ属を,3s pα
“
rzたθjに ネッ

タイイタチウオを適用するべきである。松原 (1955)は

青柳 (1952)に 従い,M“θ′力呂況をネッタイイタチウオ属
としたが, この対応は上述の理由により棄却されねばな

らない.ま た,BrOs凛op″CliOpsに適用されたチビヌメリ

イタチウオ属 (町田,1984)の使用は避けねばならない。

Bros閣″ヶ liopSは 3S.Pα
“
″たθJのみからなる (Cohen

and Nielsen,1978).ま た,今回,″勧ο′力l嗽 は本邦ではい

まだ未確認となった.しかし,珊瑚礁域に生息するフサ

イタチウオ科の小型種には,相当数の未記載種の存在が

指摘されており(Cohen and Nielsen,1978),M“ θ′力rJχ が

今後本邦で確認される可能性はある。

青柳 (1952)の ネッタイイタチウオの言己載は, TLが

61.9mm,SLが 54 mmの宮古島産の標本に基づいてい

る.筆者の計測では,それぞれ 63.5mm,56.lmmで あっ

た.ま た,Dは 107,Aは 72,Plは 24と 記載されている
が,それぞれ 88,66,25に訂正する必要がある。また,頭

長は 13.3mm,眼径は2.7mm,Cは 12,PVは 13,CVは 38

である。青柳 (1952)の 記載中 “背 0臀両鰭は共に尾鰭の

上 0下両葉に連結し"は明らかに誤りで,両鰭は尾鰭と

連続 しない。青柳 (1952)は 沖縄本島産の標本に関して

はTLし か示していないが,YCM‐AP 30004-5の 言十潰10

計数値は以下のとおりである。TL=55.5-61.lmm,SL=

50。 1-54.Omm,D=89-91,A=65-69,Pl=24-25,C=12-

13,PV=13-14,CV=36-42.ま た,頭長は眼径の 4.6-4.8

倍である。Machida and Yoshino(1984)は ,3s′α
“
rzたθj

の Dは 78-84,Aは 58-62,PVは 12-13,CVは 35-37と

報告 している.YCM―AP 30∞ 3-5の D,Aお よび CVは

明らかに従来の報告より多い.し かし,こ れらの標本は,

主上顎骨が頬によりほとんど覆われること,頭部に鱗が

ないこと,鯛条骨数が 7であること,眼径は吻長とほぼ

等 しいかより長いこと, 第一鯛弓の発達 した鯛杷数が 3

であることから,3s.′α
“
rzたθJであることに疑いない。し

たがって,本種の D,Aお よび CVに は大きな種内変異
が認められたこととなる.

青柳 (1952:238)は DJ“θttα′た力′″s rJ“たJ″
“
sお を新種

として記載 し,和名をリュウキュウイタチウオとした。

しかし,松原 (1955)は
'ガ“
たj“
`“

sお を BrOr“′:“αルSCα

Fowler,1946の異名と考え,Bror“′j″αをリュウキュウイ

タチウオ属,Bム ルsCα を リュウキュウイタチウオとし

た。Dj“θttα′た力の sは ,模式種 Do Jルοcοθ′θOlidcs Bbeker,

1855の模式標本が紛失していることもあり,著 しく混乱

している分類群である (Cohen and Nielsen,1978:58)。

Sedor and Cohen(1987)は ,本属には模式種の他に,D
ごαッ滋ソ
“
c力

“
s Cohen et Hutchins,1982と ,閉 Jりθ閣

“
α

Sedor et Cohen,1987を 認めている.青柳 (1952)は D。

だ
“
た,“
`“
sお の模式標本の指定を行っていないが,no sp。 と

明記 しており,新種の記載としては有効と考えられる.

本属は,前鼻孔が上唇縁辺より明らかに高い位置にある

という著 しい特徴により近縁の属 と区別可能である

(SedOr and cohen,1987)。 青柳 (1952)は石垣島産の TL

が 101.7mm,SLが 90.3mmの 1個体 (YCM―AP 3∞ 23)

についてのみ記載 した.今回, この標本は前鼻孔の位置
が高く,DJ″θ

“
αた力′″sと 同定され,明 らかに BrOr“′j“α

ではないことを確認した.こ の標本の主上顎骨の後半部

はほとんど露出し, また,頭長は眼径の 9.8倍である.
Blecker(1855)によると,Do JルθcοαθθliJω の主上顎骨の

後半部は頬により覆われ,ま た,頭長は眼径のほぼ 5倍

である。これらのことから,両者は別種と判定できる.
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したがって,a rli“ たJ“θ
“
sお が 2あ sy滋ソ

“
c力

“
sも しくは

,“′りθ閣
“
αと同一種か別種であるかにかかわらず,2

ガ
“
たJ“θ
“
sお が有効種であることは明白である。

以上の理由により,D′
“
θ
“
α′lic乃′″sは リュウキュウイ

タチウオ属,a rli“ たJ“θ
“
sお はリュウキュウイタチウオと

するのが妥当である.そ こで,BrOr“ ′J″αとBム ルscα の和

名の問題が生じてくる.筆者はここで Bra′
“
′J“αに新称

サンゴイタチウオ属,B′.ル SCα に新称サンゴイタチウオ

を与え ることを提案す る.松 原 (1955)は ,Fowler

(1946)に よりβムルs“ と同時に記載された CarcarbrO_

′
“
た にトゲイタチウオ属を,Cθッ

`乃

″αにトゲイタチウ

オの和名を与えた.そ の後,Cohen and Nielsen(1978)は

Gttcarbrar“ル を BrOr“″
“
αのシノニムとし,BAル scα と

Bム θッ′力
“
αは同一種の雌雄 0■ ルscα が雄)の可能性が

あることを示唆している.しかし,い まだ両者が同一種

であるとする見解はない.し たがって,現時点では Bム
θッ′力″αに トゲイタチウオが適用されるのは明らかであ

る.

謝辞 横須賀市自然博物館の林 公義氏には標本を貸
与いただき,ま た,国立科学博物館の松浦啓一氏には文

献複写の労をお願いした。両氏に記 して御礼申し上げ

る.
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標本作成のコツ

標本作成の方法については,既にいろいろな出版物で

述べられている。しかし,現場の作業には不可欠な

ちょっとしたコッが,意外と知られていない.こ こでは,

知っておくと役に立つ標本作成の方法について述べる。

なお,以下で標本というのは,成魚標本のことである.

固定液 標本を固定するには,10%ホ ルマリンを用い
る。これは常識であるが,固定する温度に気を配ること

はあまりないであろう.沖縄県のように暑い所を除く
と,標本は 10%ホ ルマリンに漬けておくと自然に固定
される。しかし,ホ ルマリンの温度が上がると,問題が

生じる.

例えば,沖縄県の石垣島でブダイ類やモンガラカワハ

ギ類を屋外の日陰に置いた容器の中で固定しようとする

と,まず成功しない。ホルマリンが魚体に浸透する前に,

内臓や筋肉が腐敗してしまう.ホ ルマリンの濃度を上げ

ても無駄である.ま た,標本の腹や体側面を切ったり,
ホルマリンの筋肉注射をしても,標本は翌日になると泡
に包まれて腐敗してしまう。

では, どうしたらよいか.固定液の温度を下げるしか
ない.屋内の涼しい所に標本を置ければよいが (例えば

空調施設のあるホテルや旅館の部屋), これは困難であ

ろう.ホ テルなどでホルマリンを扱えば,非難を浴びる
ことになってしまう。解決策は氷を使うことである.袋

詰めの氷は,ス ーパーマーケットや酒屋,氷屋などで

売っているから, これを買ってきて,厚いポリエチレン

やビニールの袋に入れて固定液の中に浮かべておく.こ

うすると固定液の温度が高くならず,濃度も下がらな
い.標本がよい状態で固定されてしまえば,温度が上
がっても問題はない.

私は石垣島で何度もモンガラカワハギ類の固定に失敗

した。10%ホ ルマリンで固定できなかったので,濃度を

徐々に上げて,何回も試してみた。その都度,モ ンガラ
カワハギ類が不気味な泡に包まれているのを見て,がっ

かりしたことを覚えている.ホルマリンの濃度を極端に

上げて,原液に近くしても無駄であった.南日本で採集
する場合や,熱帯域の外国で採集する場合には固定液の

温度に要注意である。
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中性ホルマリンによる固定 標本を保存しておくため
に中性ホルマリンが用いられることがある。では,固定

するのにも中性ホルマリンを使えるであろうか.答え

は,使えるが,あ まりよくない, ということになる。中

性ホルマリンで固定しようとすると,なかなか標本が固

くならない。例えば,サ ケ類のような大型魚類を中性ホ

ルマリンに漬けると, 1週間たっても柔らかい.私が経

験したのは,北海道の冬の間だったから標本は腐敗しな

かったが, これが本州の夏であったら,確実に標本の内

臓は腐敗してしまったであろう。やはり,標本は通常の

10%ホ ルマリンで固定してから中性ホルマリンやアル

コールに移した方がよい。

標本をホルマリンの中へ泳がせる かなりの数の標本
をコンテナなどの中へ入れて,ホ ルマリンを注いでいる

人を見かけるが, これはやめた方がよい。標本と標本の

間にホルマリンが染み込まず,そ こから腐敗することが

ある.特に鱗の無い魚や体の表面が柔らかい魚の場合に

は要注意である。魚と魚がぴたりとついてしまうからで

ある。ホルマリンの中に魚を泳がせるようなつもりで,

数尾ずつ入れると絶対に失敗することはない。標本が大

型でホルマリンが飛びはねる恐れがあるときには,固定

容器の中に水を張っておいて,標本を入れてから適量の

ホルマリン原液を入れればよい。

標本を清める 採集した魚は,ぬめりを取り除いてか
ら固定する.こ の際,日 の中にも注意し,よ ごれがひど

い場合には,ホ ースなどで流水を回の中に流し込み,口

腔や鯛の粘液を除去する.採集した魚を清めずに,ホ ル

マリンの中ヘドボンと漬ける人がいるが, こうした標本

を研究に用いると非常に不便である。体の表面を粘液が

膜のように覆い,日の中や鯛杷も粘液だらけで,側線鱗

数や鯛杷数を数えるときに四苦八苦することになる.ま

た,サ メ類やエイ類の粘液を洗わずに他の魚と一緒に固

定すると,粘液が他の魚に付いてしまうこともある。

鰭の固定 背鰭や臀鰭をたたんだまま標本を固定する
と,鰭条数を調べるときに不便である.固定された鰭は

なかなか広がらないし,無理に広げると鰭膜が切れてし

まう。標本を固定するときに,少 し鰭を広げておくとよ

い。ただし,鰭をあまり広げてしまうと,標本びんに入

れるときに難儀をすることになる.

口を少し開けて固定 ウツボ類などのように,顎や口

の中の歯が分類形質となっている魚類の場合には,口を

少し開けた状態で固定するように工夫する。口を閉じた

まま固定すると,後で口を開けようと思っても,顎を切

らないと開かないことが多い。このように,口を固く閉

じたまま死んでしまう魚には,死後硬直前に発泡スチ

ロールの小片などを回の中へ入れて固定するとよい。固

定した後で発泡スチロールを取り除くと,□がまた閉じ

ることもあるが,標本を調べるときには容易に口を開け

ることができる。

(松浦 啓一 Kelichi Matsuura)

遺伝子座,対立遺伝子等の標記法の統一についての

お知らせ

現在, タンパクをコードしている遺伝子座,対立遺伝

子,遺伝子型あるいは酵素名の略記には様々な表現法が

使用されております。このため,同一の略号が異なる酵

素を表す例も生じており,標準化された命名法が望まれ

ておりました。

American Fisheries Society(AFS)で は2ヶ 年間にわた

る討議を遮、まえて 1990年 に標記法を統一し,各国の関

連学会にも足並みを揃えるようはたらきかけておりま

す。この標記方法は魚類のみではなく他の分類群にも広

く適用できることから,その後多くの学術雑誌でこの方

法が採用される傾向にあります。魚類学雑誌においても

最近の論文ではこの標記方法に従ったものが見受けられ

るようになりました.

そこで,当学会も1992年度第 2回の編集委員会にお

いて, これからの投稿の際にはできるだけこの標記法に

従った原稿の作成を著者の方にお願いすることと致しま

した.こ の標記法では,遺伝子座や対立遺伝子の命名に

関しては幾つかの選択の余地が残されているため,各著

者がこれまで使用してきた方法もその多くを踏襲するこ

とが可能です。

今後, これに関連する分野で投稿される方は,Shaklee

et al。 , 1990.Gene nomenclature for protein― coding loci in

nsh.Trans.Amo Fisho Soc.,119:2-15。 を参照の上,原稿

を作成して頂くようお願い致します.

(岡崎登志夫 Toshio Okazaki)
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